
はじめに

1982120026.TIF

1970年代のタイ国にbける学生運動と共産主義
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はじめに

現代タイ政治史において， 1960年代末から現在

に至る期間は， 1932年の立憲革命以後の10数年間

につづく大きな構造変化期としてとらえることが

できる。その変化とは第1に，軍部の庇護を離れ

た経済人により政党が結成され，国会を基盤に政

治権力をめぐって軍部や官寵に対抗するようにな

ったこと。第2に，軍部には強力な指導者が出現

できず独自では政権維持ができなくなったこと。

第3に，軍部指導者の凋落の一方で王室の軍部に

対する威光（パラミー〉が実質化したこと。第4

に，学生・知識人による政治運動が活発化し，労

働者・農民の自然発生的経済闘争も相当拡大を示

したことである。このような変化を起こした要匿

として，経済成長という国内的要因および隣接す

るインドシナの社会主義化という国際的要因をあ

げることができょう。戦後の経済成長は軍部や官

僚の支配を経格とする新しいタイプの資本家を生

み出し，彼らは資本家政党を結成した。また，経

済成長の過程で拡大した大学では，学生の集団と

しての政治運動が発生した。一方，インドシナの
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社会主義化とこれに呼応したかのような学生運動

の社会主義への急傾斜は，支配階層に「民族滅亡

の危機」と受けとられ，この政治状況は，軍部と

王室の関係を従来の緊張関係から一体的関係に変

化させるうえで大きな貢献をなした。これはタイ

の支配的政治思想が！日軍部の「民族」〈チャート〉

優越思想、から， 「民族jとともに， 「民族jと一

体化した「国王制jを強調するロイヤリスト的政

治思想、に変化したことを意味する。以上の政治構

造変化の触媒的役割を担ったのは， 60年代末から

活発化した学生運動である。さらに注笥すべきこ

とは， 73年10月14日事件以後学生運動の中に社会

主義思想、が幅広く受容されタイ政治史上，初めて

階級闘争概念が現実政治において意味をもったこ

とである。しかも1970年代には，学生運動指導に

おいて非合法のタイ国共産党（CommunistParty of 

Thailand，以下CPTと略す〕が決定的影響を与えた。

公式には1942年に結成されたCp T借りは， 19

65年から農村で武力闘争を継続的に展開してき

た。一方， Cp Tの都市活動は1950年代末以後最

しい制約下にあった。しかし， 60年代末からの学

生・知識人運動の高揚はCp Tに都市活動の機会

を再び与えた。ーCp Tは学生運動の中から新世代

のCp T知識人を獲得し，彼らを通して活発化し

た人民の運動を指導する機会をはじめて本格的に

えることができた。 73年四月14臼：事件から 1年半

後iこは，Cp Tの理論・路線は学生運動の指導的理
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論として一定レベルにおいて共有されることにな

った。このことは， 76年10月6日の弾圧に前後し

て，学生・知識人運動や労働者・農民運動の多く

の指導者がCp Tとの同盟を宣言して， Cp Tの

農村根拠地に潜入したという事実によって裏付け

られる。

本稿は現代タイ政治史研究の一部として， 1970

年代の学生運動およびCp Tの都市活動をとりあ

げる。それは学生運動が政治構造変化を引き起こ

した触媒として重要であるのみならず，その組織

や運動の実態，それにCp Tの影響拡大の過程な

どまだ不明な点が少なくないからである。本稿は

1960年代末よりの学生運動の紙織と運動， CPT  

の都市活動の実態，これとの関連での支配！替の対

応を描くとともに，学生運動へのCp T路線の拡

大過程を分析している。

1970年代のタイ闘の学生運動と共産主義につ

き，このような視角からの研究は，現在までのと

とろきわめて少ない（注2¥

本稿に用いる資料は，筆者が1980年3月から82

年9月までタイ国に滞在して調査研究中に収集し

たもので，次の2種類に大別できる。

(1) 学生運動組織や都市活動家のCp T党員

がタイ圏内で公然と出版した新聞，雑誌，ポケ

ットブック類。

(2）学生連動指導者，！日Cp T党員，政治家，

軍人との筆者による直接インタビュー。

(1)の資料は1976年10月6日のクーデター以後の

一時期，禁繋とされたが，現在はすでに歴史紫料

となりつつある。これらの資料は図書館に保存整

備されていないため，入手に多くの時間を費やし

た。（2）のインタピューは1980年以後，学生・知識

人運動とCp Tとの統一戦線が崩壊し，その指導

者の多くがバンコクに帰ってくることによって可

1970年代のタイ匿における学生運動と共産主義

能になった。本稿末尾のインタピュー者リストに

掲げるように， 1981年6月から82年初にかけて21

名にインタビューを実施した。

なお，本研究における資料上の制約につき2点

指摘しておきたい。その第1点とはCp Tが非合

法政党であることによって免れ難いことである

が， 1973～76年のCp Tの都市活動が半公然と行

なわれた期間においてさえも，その公然出版物の

中には， Cp Tという明示的表現は見出せないこ

とである。しかし，この制約も， 「革命の党」と

か「真の社会主義政党jとかと暗示的に表現され

ていること，および，何がCPT党員の出版物で

あり，誰がその中心活動家であったかは，80年以後

の学生・知識人のCp T離れによって公然と語ら

れるようになりインタピューにより十分知りうる

ようになったこととによって相当緩和された。そ

の第2点は， Cp Tの都市活動家の出版物が，ど

れほどCp T中央の方針を反映しているものかと

いう疑問が存することである。しかし本稿は， C

p Tの新世代の都市活動に焦点をあてており， c

pτ中央の方針を直接的には問題としていない。
本稿でCp Tの方針という場合は， Cp T都市活

動家によって執筆出版された文献を根拠としてい

る。

（注1〕 タイ固における共産主義思想、の普及および

その活動は， 1942年になって開始されたわけではなく

1930年代から活発化している。とりわけ1932年6月24

日の立憲革命以後の数年間は，全国の都市で「サヤー

ム（シヤム〉共産党J名で多数のピラが記られた。ニ

のピラの内容は Bang，長官hTimes (1932年10月3f3) 

にもっとも詳しし、。 ThaiMaiなどの1930年代のタイ

字新鮮1もサヤーム共産党に関する記事を多数義せてい

る。

（注2) Morell, David; Chai-anan Samudavanija, 

Political Conflict in Thailand, Oelgeschlager 

Gunn & Han U数少ない成来の一つであるが，事r炎
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Ⅰ　学生運動の発生とタイ国共産党の新世代
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についての誤りを散見する。また向警はタイ人著者の

タイ民主党に近いという政治的立場から書かれてい

る。

I 学生運動の発生とタイ閤

共産党の新世代

1958年のサリ、ット政府による弾圧とその後の軍

部独裁政治の下で，タイ社会のヱリートである学

生惟1〕の政治的関心は久しく閉ざされていた。し

かし， 69年以後学生の中に変化が生じ，これは学

生運動として発達していく。一方， 1958年以後，

学生・知識人をほとんど獲得できなかったCPT 

L 学生活動家の中に新たな世代を獲得するチャ

ンスをえることにな q た。

1. 学生の政治的覚酪

学生の政治的関心の高まりおよび政治活動の

開始は活動の基礎となる次のような組織の結成か

ら知ることができる。その一つは，各大学の学生

の横断的組織として， 69年に「選挙観察学生グル

ープjが総選挙観察のために結成され，さらに70

年2月には全国の大学学生自治クラブをメンパ

ーとした恒常的組織「タイ国学生センターJ(Na-

tional Student Center of Thailand，以下NSCTと略

す〉が結成されたことである。もう一つには，学生

運動の真の担い手となる10人前後の活動家グルー

プが各大学内に族生してくることである。このよ

うな活動家グループとしてはタマサ｝ト大学の政

治学部学生による「サパー・ナードーム」（1969'年結

成〉，経済学部学生による「セータ・タム」（197時結

成），法学部学生による「ニィティ・スクサー」（法

律研究会； 1971年結成〉，女子学生による「グルム・

プージン」（女性の会），チュラロンコン大学の「ラ

ッタ・スクサー」（政治研究会； 1970年結成〉， 「ソ

ータス・マイJ，カセサート大学の「サパー・カフ
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ェー」（1970年結成〉，ラームカムへン大学の「チョ

ムロム・ルンマイJC新世代の会； 1971年結成）をあ

げることができょう。このようなグループaは学生

の政治的・社会的関心を高めることを重視しアメ

リカ留学などから帰った若い大学教師を校内に定

期的に招いて演説討論会を開いた。討論のテーマ

は校内の汚職問題から軍事独裁の問題，米軍基地

問題，日本の経済進出，労働者・農民の低所得問

題など多岐にわたった（注2〕。

1973年半ば以後，大学内決主化運動の成果のー

っとして，大学の公的学生組識が学部代表iこより

執行部が構成された従来の学生自治クラブから，

全学生の直接投票により執行部が選出される学生

自治機関iこ改組された。この学生自治機関制度の

発足により， f子大学内に執行部獲得をめざす「学

生政党」（パック・ナックスクサー〉が生まれた。こ

の学生政党結成の中心となるのは，上記の学生活

動家グルーブ。である惟幻。タマサート大学では，

1973年6月第1回学生自治機関選挙に際して，学

生政党ノfラン・タム党がタイ国で最初の学生政党

として結成され，この選挙で執行部を獲得した。

ゲイ障における学生運動の基本単位は，小人数の

活動家グループ。および各大学内の学生政党なので

ある。

以下， 10月14釘事件以前の学生運動を略述しよ

う。 1971年半ばには「アメリカ帝国主義」の箪事，

政治，文化面のタイ支配を批判した『パイ・カーオ』

（『白禍』〕がサパー・ナードームグループによって

出版された。また日本の経済進出をf黄禍」〈パィ・

1レアン〉，「経済畜生」と批判視する見方は， 60年代

末以後学生に強く存在したが， 72年11月ティラユ

ツト・ブンミーを書記長とするNSCTの指導の下

にf日本商品不買週間jの大キャンペーンが行なわ

れた。同じく72年12月には行政権の司法権への侵
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害をねらった革命評議会布告299号に反対する集

会デモが行なわれた。73年6月21日～22日には，ラ

ームカムへン大学の「新世代の会」の会員が軍事

政権を批判するパンフレヴトを出版して退学処分

を受けたことに抗議する 4万人の学生ヂモ集会が

聞かれた。この集会では 6カ月以内の恒久憲法公

布を要求する決議がなされた。この集会を契機に

結成された f憲法要求グループjが73年10,FJ6 13 

逮捕された。軍事政権のたびかさなる権力の不当

行使は，タノーム，プラパート，ナロンの3独裁

者（サーム・トララート〕に対する学生・人民の憎

悪を高め， 10月1413政変をもたらすこどになる。

2. C P Tの新世代の誕生

1960年代末からの学生・知識人の政治的経済的

なナショナリズムおよび民主主義要求という政治

的覚醒と変革の潮流の高まりは， 1973～76年のC

p Tの都市活動の中心となりCp T宜伝論文を書

く若い党員を生み出した。

このような人物として， 69年からChaiyaphr.品

（『チャイヤプルック』一一最大の教科書出版社の潟校生

向け半月刊雑誌）の編集長であり，そののち Siang

Yawachon （『青年の声』〉の編集長となったアヌッ

ト・ア…パーピロム，72年当時タマサート大学法学

部学生で卒業後Asia（『アジア』〉の編集の中心であ

ったナロンリット・シーラツタノーパート，71年カ

セサート大学学生自治クラブ会長でデモの責任を

問われ退学処分をうけ，またSiangMai （『新声』〉

の中心的寄稿者でもあったステープ・ラッカナー

ウイチイアン，タマサート大学「セータ・タム」の活

動家で70年代の学生運動の中で生み出された最大

の政治詩人といわれるユタポン・プーリサムパン，

それに70年当時チュラロンコン大学「政治研究会J

の中心人物であり， 1975～76年の NSCT機関紙

Ath伊•at （『主権』〉の編集長であったどルン・チャ

1970年代のタイ国における学生運動と共産主義

トラワユィ乎ャクンなどを挙げることができる。

彼らは革命的知識人としてはCp Tの「仏瞥

2500年世代」（注0（仏暦2500年＝西暦1957年〉以後の

最初の世代であり，この中でアヌットは1940年生

支れであるが，アヌヴト以外の人物は1970年以後

に大学を卒業した世代であり， 1974～76年当時は

2fi歳前後であった。とのような大学内の学生活動

家から出発し大学を卒業したばかりの新世代のC

PT党員によってー 1973～76年の問の学生運動を

方向づけていく論文が書かれるのである惟5¥

CP Tは学生運動の中から「仏暦25仰年世代J

以来初めて学生・知識人党員を理得し， CPTの

都市活動は学生を出発点として再開されるのであ

る。

10月14日以前からのCp T党員であるナロンリ

ヴトとアヌ η トの10月1413以前の論説についてみ

てみよう。

ナロンリットは10月14日以前からもっとも明確

にCp Tの立場に立って論説を書いている。彼は

TVarasan So. I¥1o. To.（『タマサート大学学生什治ク

ラブヅャーナ1レ』） 1972年9月号を編集する。この

号住6〕はアメリカ帝国主義のベトナム侵略を批判

するホーチミンの発言，軍事政権に対する批判，各

閣の学生闘争，タイ労働者の実態などとともに彼

自身による毛沢東の文芸講話翻訳を載せて，当時

としてはきわめて強い闘争的内容となっている。

また軍事政権およびアメリカのベトナム戦争とタ

イへの介入とを批判した内容の記事を多数掲載し

た雑誌ChawBaan （『民衆』〕の中で，彼は法律を

たてにとった抑圧・搾取など法律の階級性を議論

している（注7〕。

アヌットは1970年代におけるCp Tの都市活動

家として実名で多数の論説を書き，学生・知識人

連動の思想にもっとも大きな影響を与えた人物の
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1人である。彼は1940年にパンコクの地主の息子

として生まれ，兄達tこは1981年第2次プレーム内

閣の農相となったアナットやカセサート大学助教

授のアーノンなどがu、る。 61年にチュラロンコン

大学文学部を卒業したアヌットは『チャイヤプル

ック』誌の編集に携わり， 69年から編集長をつと

めた。彼は10月14日事件の少し前；こCp T党員に

なったとしか語らないが，彼自身も認めるように

CP Tに加わったタイ知識人としては，仏潜2500

年世代以後の最初の世代である（注幻。

アヌット自身が， Cp T党員になる過程はタイ

社会をいかに開発発麗させるかという問題意識の

帰結だと語るように， 69年以来彼が書いた論説は

タイ社会の貧閑，脆弱， i謹滞を指摘しながら，そ

の解決のための出口を模索している。 1969年，彼

は『チャイヤフ。ルサク』誌と並行して大学生・知識

人を苅集とした Chaiya悼T執 Chaba少Naks球sa

Prachachon （『学生・人民版チャイヤ7＇；レック』〕を発

刊しその編集長も兼ねるが，特tこ後者の雑誌はこ

のような模索であふれでいる。たとえばその第3

分は「新聞人の義務」と題して人民の思想、決定に

与えるマスコミの役割の大きさを強調したのち，

同誌の第1の関心は国家の発展にあるとして，都

市，産業，政治をいかに発展させるかについて諮

り，とりわけ政治発展の現在の問題は細部にある

のではなく，主義とか大原則にあると指摘する

（注円。第 4 号の「わがI~の青年の任務jと題する稔

文は「各々の時代に，その時それぞれの任務があ

る。タイの現代の問題は民族の存続が脅かされて

いることである。タイを脅かしているのは新植民

地主義である。東南アジアには50万人の外掴箪が

存在し，また，タイ経済は日本の一部になりつつ

ある。タイの新世代の任務は，①新植民地主義か

らの解放，＠先進国に追いつくための大飛曜のた
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めの方法の発見，③経済・政治発展の障害である

80%を占める農民の無知の解決のための農村開

発，にある。タイの新世代の桂務は発展した国の

青年より重く，犠牲的に｛動かねばならないJと指

摘する（注10）。第6全会の fナショナリズム一一政治

的大嵐」の論説は「タイ人はこの 200年間，近代

的意味での解放のため，ともに関ったことがなく，

同一民族としての共存J惑が存在しない。ゆえに，

同一民族の大部分が無知文言，貧困であることを

みても何の痛みも感じない。発展のためには国民

を集中させる中心が必要であり，これにナショナ

リズムを使うことは有効ではないかJと提言する

世間。さらに第9号・では「革命一一一タイ国の場合」

と題し［革命とは社会制度の変革，格差・不正の

是正をνぃ，政治的変革以上のものである。過去

10年間，世界は革命の時代であったし，今後10年

間も革命の時代であろう。タイも行政の不能率・

腐敗，経済の大幅入超と人口増，政治の混乱，外

国家の駐留など革命の条件がそろうている。しか

し革命をと指導する革命家が生まれていない。革命

に賞任をもっ知識人もまだ目覚めず，彼らは勇敢

に意見を公表したり大衆と接することもない。敢

えて政府の弾J.£に直面しようとする革命家がタイ

に生まれ出るだろうか」と自問している（/:tl2）。

以上のようなアヌットの1969年の f学生・人民

版チャイヤプルック』誌上の模索が一定の解答iこ

達するのは，中国モデノレをとりCp T党員になる

ことによってであろう。 72年半ば以後，彼が毎週

くrチャイヤプルック』誌の論説はそれまでの高
校生の日常活動に取材した内容からタイの独立，

民主，公正の問題を内容とし読者の釘覚めを促す

ものに変わっていく。アヌットはタイの問題を「社

会制度が公正でなく，一撮りの金持が莫大な権力

を握り，一方で大部分の人民は貧困と無権利のま
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まである。また，大国からは罷略され，経済的に

も搾取されているJ（注13）と認識し，このようなタ

イ社会を「弱く，腐った，遅れた，不公正な社会J

と批判する。さらに「タイは小国の2等国で，何

でも大国に依存しなければならないJという考え

方を批判し， 「タイは小国ではなく自力更生によ

って一等国になれるjとして新しい民族の建設を

説く。そしてこの新しい民族の建設のためには勇

敢さと公共のための自己犠牲が必要だと強調す

る。以上のような観点からアヌットはNSCTの日

本商品不買週間運動を評価し，タイ経済独立への

第一歩として実際の経済独立達成まで闘争を続け

るべきであると主張している（注14）。

3. 10月14日前のCp Tと学生運動との距離

本節を終わるにあたって， 10月14S以前におけ

るアヌットの論説の特徴，およびCPTと実際の

学生運動との距離について検討しておこう。まず

アヌットの論説についてみると，彼の論説は彼が

語るように基本政策をCp Tから受けて書いたも

のであり「独立」 「民主J 「公正」の問題をテー

マとしている。しかしこれは問題の提示だけにと

どまり，その解決手段については言及していな

い。また表現も椀曲で，たとえば f階糠j といっ

た用語は全く用いられてない。次に， 10月14S以

前におけるCp Tと学生運動との距離であるが，

アメリカの軍事・政治的タイ支配，日本の経済的

支配という点では両者の見方は一致している。一

方民主主義の問題については， Cp T党員の関心

は低く，またCp Tは民主主義の問題を階級的観

点からみているわけである。一方，学生運動家の

中には階級的見方は，サバー・ナードームなど少

数の活動家グルーフ。を除いて一般的ではなかった

惟 15）。 10月14日以前の学生運動は参加型民主主義

を目標にしていたにすぎない。この点については

1970年代のタイ国における学生運動と共産主義

10月14日以後，タイ国社会党（SocialistParty of 

Thailand，以下Sp Tと略称する）を結成する10月14

日事件の中心的指導者たちも一様に10月14日当時

には階級思想、がなかったことを認めている位16）。

10月14日以後学生運動の主要な目標となる「公正J

の問題についても， 10月14日以前においては，前

述したようにサバー・ナードームのグループなど

が関心をもって民間労働者と接触をもっていた程

度で，この「公正jの問題は学生運動の大部分に

はその視野になかったと言ってよい。

10月14日以前において， Cp Tはタマサート大

学の「セータ・タムJや「法律研究会Jなどの学

生活動家の一部に入っており，その存在自体も学

生活動家の間では知られていた。しかし学生運動

の指導部lこは直接的影響力はなかった。またCp 

T党員学生は民主主義運動に対する関心が低く，

反アメリカ帝国主義闘争に重点を置いていた位17）。

ゆえに， Cp Tは学生運動が民主憲法を要求して

起こった10月14日事件には人的にも路線的にも直

接的関係はなかった（注18）。

（注 1) たとえば1972年にされ、て大学1年生レベノレ

の教打を受けている者は同年齢人口中の3.5%，大学4

年生日土 2.3%にすぎない。 79年についてみても各々

4.7%, 2.号%である（タイ文部省統計集〉。

（注2) 付表 1インタビュー〔2〕，〔10〕。

（注3) 学生自治クラプは各学部代表により執行部

が構成され，各学部代表聞に必ずしも統一性がなかっ

たが，学生自治機関になると全学を一選挙区として執

行部が選出されるようになり，全学横断的な学生政党

が存在寸る条件となった（十JJ<1インタヒムー〔9））。

や生政党によって自治機関がやれれる形式は， 76年10

Jl 6 ll以後 1年間の中断があったものの，現在も同形

式でfjなわれている。各大学のc'f.:1£政党は各々，党名

を事＼iごし，各大学の枠を超えでは政党は拡大していな

L、。

（注4) C P Tの仏暦2政治年世代については第E節

（注22）を参照のこと。
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（注5) ~t うまでもなく新入党員の党内での地位は

高いものではないが，彼らが属したバンコクの婦、レヘ

ノレの委員会と Cp T中央とは物理的に速し彼らは党

の基本政策にもとづきながらも，基本政策以外の部分

については白 111に書いたのである（付表1インタビュ

ー〔l〕，〔7〕〕。

（注6〕 So. Mo. To.〔タ γ サート大学学生自治ク

ラブ〕， lVarasan So. l'vfo. To.〔タマサート大学学生

自治クラプ・ジャーナノレ〕， 1972年9月り。

（注7) Chaτu Baan, 1972年 3)J t｝。本I誌は何年

8月まで 8｝｝続いたが政府のU:)Jで廃刊。

(it 8) ｛、i炎 1インタヒ L ー〔 l〕。

(lt 9〕 Chaiyaj,/11・'ilk Chahap Naksuksa Iヤ・a・

chachon，第3ぢ (1969'1'・ 8月22~J ¥J〕。

Ci士10〕 向上品、 第4サ（1969'4o9 }J 8 IIサ）。

(1111) [ii］上品、 第6り（1969iFlOH8 LI号）。

( 1112) [,i］上，iL 第9¥J・ (1969年11月22LIり），なお

本認は第11りまでで政府の正力により廃flJo

（注13) Chaiyaphruk, 1973年5月1511+L 7 JJ 15 

日号。

(itl4) [,;J L:,,L 1972年11月1511,,;-, 12月1けり。

（注15) サパ ・ナー i，ームグループ［土社会主義に

対する関心が高く，当時学生知識人の中には存在した

読書の自由をし、かし，＊文社会主義文献を読むととも

に， －方で未組織なJ(ll¥J労働者ーと dJ関係を求めた〔fj

j」1インタビュー〔6],[7J，〔10］，〔1,3〕〉。

（注16) 付表 1インタピュ←〔3〕，〔8〕，〔9〕。

（注17〕 付表1インタビュー〔2］，〔10〕，〔11〕。

（注18) 付表 1インタビュー〔1〕，〔9〕。 Thai 

Nikon, 1979年lOJJ15日号「CPTは10月14日を指噂

したか？Jも同内約。

II 学生運動とタイ国共産党の接近

73年10月6r-1，タノーム政府により｜憲法要求グ

ループ」が逮捕されたが，これに対し学生組織を中

心として釈放要求，恒久憲法早期実施要求が起こ

サた。そしてこの要求は度重なる権力の不当行使

に怒る50万人といわれる学生・民衆のデモへと発

脱した。タノーム政府は， NSCTを中心とする学
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生の要求を認めたが，この後， 10月14日早朝，解

散しつつある学生・民衆に対する警察・軍の武力

弾圧が行なわれた。これに対する民衆の反撃は暴

動に拡大し，この暴動はタノーム， 7＂ラパート，

ナロンの3独裁者の国外退去によって収拾され

た（注1¥

この10月14日事件は人民の政治的覚醒を促すタ

イ政治史上空前の事件となった。 10月14日の外見

上の勝利者である学生の活動は飛躍的に拡大し，

従来の「独立J,r民主j闘争に加えて， 「公正j
(Khwam p田 Tham）が学生運動の目標に加わった。

この「公正J（注幻の問題に学生運動が関与するこ

とになる契機は， 10月14Aiこ前後して労働者，農

民，民衆による資本家，地主，役人に対する自然

発生的闘争が爆発したことである（注3）。この労働

者，農民の闘争において学生組織は政府との仲介

t;・としての役割をもった。この労働者，農民との

接触によって学生運動はタイ社会の現実に目覚め

ていく。学生運動が発見したタイ社会の現実，す

なわち，極端な階級間の所得格差，社会的強者r

弱者抑圧は学生運動が急速に階級思想、を受け入れ

る客観的条件となった。

10月14日以後，政治活動および思想表現は実質

上全く自由になり， 10月14日以前大学内の活動家

グルーヅ内の少数の学生にとどまっていた階級社

会的認識，史的唯物論，階級闘争といった思想が

広く学生・知識人の中に急j車に広まっていった。

この急速な拡大の画期となった10月11S事件をの

ちにCp Tは「10・14運動のもっとも重要な成果

は3人の独裁者を倒した点にあるのではなく，反

動支配階級が人民の思想を閉じ込め，プロレタリ

ア階級の革命という真理の光に人民が触れる機会

を妨げるため，何十年に立って作ーゥてきた『無知

の鑑Jを破壊した点にあるJOH）と総括している
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が，この表現は決して過大だとは言えなL、c

先述したように10月14日事件にCPT  は人的に

も路線的にも関与しなかったが， 10月14日以後，

政治活動の自由をし、かし， Cp Tは自らを「革命

の党J注5）「人民の党j(住6〕「真の社会主義政党j

（注7）と名のってCPTとこそ明言しなかったが，全

面的にその理論の宣伝を開始した。このCp Tの

組織的理論宣伝は階級思想に関心をもちはじめた

学生運動に急速に受容され，学生運動の指導理論

となっていった。そして短期間のうちに学生活動

家の中に多数のCPT  路線に立つ革命的知識人を

生み出しただけでなく，タイ国自由学生連合（Fed-

eration of Independent Students of Thailand，以下

FISTと略す）， s p Tなどの学生・知識人の組織も

CP T路線に近づいてゆく。

1. 学生・知識人運動の拡大

10月14日以後の学生運動を担う組織としては，

10月14日以前と同様各大学内の学部およびクラブ

をベースとした多数の活動家グルーツ＼大学内の

進歩派学生政党（たとえば，タマサート大学のパラン・

タム党，ラームカムヘン大学のセーン・タム党，チュラロ

ンコン大学のチュラープラチャーチヨン党など〕，そし

て進歩派学生政党が執行部についている場合には

学生自治機関，さらに全国の大学学生自治機関か

らなるNSCTや1972年11月反日貨運動を契機に結

成された高校生の全国組織であるタイ国高校生セ

ンター（NationalPupils Center of Thailand，以下 NP

CTと略す〉などの組織が学生運動の基礎となって

いる。

10月14日以後は上記組織が拡大する一方，大学

内のいくつかの社会主義者の研究活動グループ

の横断組織が結成された。その主要なものには

FISTや民主主義のための人民グループ（P田，pie

For Democracy Group，以下PDGと略す〕がある。

1970年代のタイ国における学生運動と共産主義

FISTは1969年のサパー・ナードーム以来の長い

活動歴をもち， 10月14事件の指導者として著名な

セクサン・プラサートクンを長とし， 73年11月に

結成され労働者，農民との連携を重視した。 PDG

は憲法要求グルーヅを母体としてティラユット・

ヅンミーを長として結成された。

このような学生組織が行なった大きなキャンペ

ーンとして以下のようなものを挙げることができ

る。 NSCTは74年1月田中首相のタイ訪問に際し

日本の経済侵略を批判する大規模な集会抗議デモ

を行なった。同年7月4日には反アメリカ軍基地

集会を初めて挙行した。また， 10月公布がニ予定さ

れた憲法について f外国軍の国内駐留およびタイ

軍の国外派兵を国会の承認事項とすることJ，「任

命制の参議院を廃止し，民選一院制にすることJ

などの要求を掲げた。さらに百年2月NSCTは南

タイのパッタルンで共産主義者として逮捕された

人民が裁判もないままヘリコプターから突落され

たに生身のまま焼殺されている事件（タン・デー

ン事件〉を暴露し，この原因をつくっている非民

主的反共法の廃止を要求した（注8〕。

PD  Gは74年1月政府役人によって東北タイの

ノーンカーイ！乳ナーサーイ村が共産化した村と

して焼払われた事件を暴露した。

75年2月にはタマサート大学の活動家グノレーフ。

によって，タノーム，プラパート両者が外国企業

テムコにスズの採掘権を私利と引き替に渡したこ

とに抗議する反テコム闘争が盛り上った。

大学内では学生政党，活動家グループによって

無数の展覧会、演説会が開かれた。 1974年 1月に

はダマサート大学生自治機関によって「中国民jが

聞かれ，久しく閉ざされていた中国社会主義の現

状がタイ民衆に紹介された。この中国展で毛沢東

語録が広く叛売されたことが，毛，レーニンなど

3r 
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の社会主義文献が公然と販売される契機となった

情的。同じくタマサート大学で8月聞かれた「文芸

閤争と10月14日事件展jは， Cp T系の知識人作

家シーブラパー（クラープ・サーイプラディト〉，イ

ントラユット（アサニー・ポンチャン〉，チット・プ

ーミサクなどの古い作品が再び一般民衆に知られ

るきっかけをつくった。 74年10月のタマサート大

学での「政治展」では階級社会の発展をテーマと

した（注10）。また， 75年1月チュラロンコン大学で

の「人民展」では， 『タイ国は独立を求める』の

タレ幕が掲げられた（注11)。2月のタマサート大学

での「人民の歴史展jでは人類の発展史と人民の

闘争史とをテーマとして公然とCp Tの闘争を紹

介した（注12）。

学生・知識人の運動のもう一つの重要な組織

は，学生リーダーなどを中心にして結成されたS

p Tである。階級政党としての性格を有するSp 

Tは， 1972～74年の学生運動の中心的リーダーで

あった若い世代と， 1971年クーデター以前の国会

内で結成された社会民主党の！日代議士ゾムキット

・シーサンコム，ブンゼェン・ウオートーンなど

を中核とし，プラシット・チャイヨーなどの労働

指導者，インター・シーブンルアンなどの農民指

導者など 100人の設立者によって74年10月結党さ

れた。 Sp Tはソムキットを委員長，ブンゼェン

を副委員長，若い社会学者ヅンサノーン・ブンヨ

ータヤーンを書記長とした。 Sp T活動の中心と

なるのは若い世代でウィラット（1973/74NSCT副

書記長〉，チャムニ（同上〉，プラサーン・マノレカピ

タック（チュラロンコン大），プリディー・ブンスー

（タマサート大〉などの他， PD Gに属し74年12月

結成された反独裁戦線の長であったピーラポン

や，この他に学生リーダーとしての信望が厚く，そ

れまでの中立的イメージを維持して活動するため
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公式にはSp T党員にならなかったが，ティラユ

ット・ブンミーも実質上Sp Tの中心的指導者の

1入であった（注13＼このようにSp Tには，セク

サンをリーダーとする FIST以外の学生・知識人

運動のリーダーのほとんどが加わった。

SP Tの中心的指導者となる同学生指導者は10

月14日当時には，階級社会的認識はほとんどなか

ったが， 10月14日以後短期間のうちに，社会主義

者に変化していった（注14）。

SP Tの基本政策立案の中心は，書記長のブン

サノーンを始め党内の若い没代であった。 SPT 

は基本政策で［国家の大部分を占める階級である

労働者・農民階級と協力して，政治闘争により彼

らを抑圧から免れしめる。経済的には現存する階

級を打破する。外交的には米軍基地を早急に撤去

し，アメリカからの援助受入を中止する」などを

掲げた。また，これまでの社会主義を唱える合法

政党と異なり，選挙以外にも労働者‘，農民の組織

化につとめた借問。

2. C P Tの全面的都市活動

1973年10月14日以後， 75年3月に成立するクク

リット内閣が本格的に弾圧を開始するまでの 1年

半は，学生，労働者，農民の運動が高揚し，表現

の白由，政治活動の自由が実質上存在し， CPT 

の都市活動にとって最高に恵まれた期間であっ

た。またこの期間はCp Tにとって大きな成果の

期間となった世16）。

CPTの都市活動の目的は，後に論述するよう

に次の2点に大別できると思われる。その第lは

青年学生の中からCp Tに属する革命的知識人を

創出し，彼らを通じて労働者，農民にCp Tの路

線の拡大を図ることである。第2はCp Tとは無

関係に成立した学生・知識人の組織，たとえばN

SCT, SPT, FIST, NPCTを統一戦線の中に獲
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得することである。このためCp Tは， 『青年の

声』，『新；声』，『アジア』を発刊し，タイ詮会の歴

史的発展と階級支配について，経済政治面のみな

らず文化面についても体系的に提示するとともに

（これは肝界観.Lokkathatといわれる）掌命家とし

てのあるべき心構え・態度（これは人生観： Chiwa-

thatといわれる）の教育につとめた。また NSCT,

SPT, FIST, NPCTなどの学生・知識人による

「独立J「民主J「公正jの運動に対しても，お

のおのの運動が直面する問題を捉え，これらの問

題はタイ社会が半植民地・半封建社会であること

に起因しており，問題の唯一の解決方法は帝国主

義，封建主義，官僚資本主義の支配をff!Jすため，

CP T指導下の統一戦線に加わり，人民戦争によ

って国家権力を奪取する以外にはないと，統一戦

線を提唱した。この結果， l年半のうちにCPT 

に属する革命的知識人の獲得およびNSCT,SPT 

にCp T路線を一定レベル浸透させることに成功

した。

以下， r背年の声JI Ir新声』を中心にしたこの
間のCp Tの宣伝活動を見てみよう。 1974年5月

にアヌットを編集長として創刊され， 75年3月ま

で17号続いた『育年の戸f』は，新しい世界観・人生

観を提示して若い革命家の獲得を医療としたCp 

Tの雑誌であった。アヌットはこの『青年の声』

以前に『チャイヤプルック』誌の編集長であった

が同誌上で10月14日以後，公然とCPT路線を展

開したため74年3月に解職となったのである。解

職前に同誌上にてアヌットは「独立と民主主義J

「理恕と希望」などの論説を書いているが， f独

立と民主主義jで彼は「タイは民主主義になった

という人がいるが，経済的には，外国資本，特に

アメリカ，日本に支配され，政治はアメリカに支

えられており，軍事的には数万の米濯が駐留し勝

1970年代のタイ国における学生運動と共産主義

手に行動し，文化的にも欧米，日本を賞讃する非

愛国的文化が支配している。これらに民族・人民

の利益を守らない権力者が奉仕している。このよ

うにタイは新帝国主義に侵略されており，独立は

存在しない。完全な独立がない限り人民の主権で

ある民主主義も現実化することはない。」（注17）と述

べている。

『青年の声』は主要な対象を高校生に置き，「高

校生は高い教育を受ける機会をえた少数者として

公共・人民に対する責任を意識すべきである。人

民を軽蔑した人民のうえに立つ主人(JaoKhon Nai 

Khon）という！日思想を捨て，また;f!j己のために勉

強するという利己心を捨て人民に奉仕する精神を

もつべきだJと強調する（注18）。また，高校生に対

し半植民地・半封建社会のタイの現状とこれに対

する「科学的Jな見方を提示し，かつ自己改造し

てタイ社会の革命という歴史的任務を担うよう呼

びかけている（注19）。そして方法手段として「道理

ある交渉jを否定する支配階級に対し平和的方法

では革命は達成できず，闘争自体が暴力的抑圧に

よって生じているものであると，武力闘争をよび

かけた（注20）。

『青年の芦Jは進歩派の高校生の開にストレー

トに受け入れられ，アヌットの論文は高校生が出

版するポケット・ブックの多くに掲載されること

になった。

NPCTは活動のベースとして各校に生徒会をつ

くる運動をすすめるとともに，帝国主義・封建主

義の文化を植えつける教材を批判する「教材解剖J

運動を行な，.，，この中から封建思想、を植えつける

在典国語の教科舎を焼くことを提案する動きが生

まれることになった（注21)。一方，これは高校の管

理者レベルの教師の反発を引きおこし彼らは「魔

の主義jであるとして『青年の声』や進歩派が作

33 
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ったポケット・ブックの講読を禁じるのみかこれ

らを焼却した（注22）。

『新声』は外見は一般の商業新聞の体裁をとり，

一般スタンドで公然と販売された新聞であるがそ

の内の2面のみはCp Tの宣伝と指導にあてられ

た（注23）。 『新声』紙上でのCp Tの分析では「10

月14日のタノーム政権崩壊は，確かに学生運動が

その端緒を作ったとはいえ，決定要因は支配階級

内部の対立である。封建勢力〈サクディナー〉世24)

と軍内部のクリット・シワラー将軍派が協力して

タノ｝ム政権を追放したのである。したがって10

月14日以後の権力も依然として封建勢力と軍閥と

いう支配階級の掌中にあることには変わりないJ

岨 25）と見ていた。それで「封建勢力および軍闘の支

配階級はNSCTの新憲法に関する要求である『外

国軍の国内駐留やタイ国軍の国外派兵を国会の承

認事項とすること』や『民選一腕部国会』などの

独立民主の要求を認めるわけがない。したがって

学生運動の任務は10月14日の『独立・民主の意思』

を継続することである。そのためには，国家権力

の奪取を目標としない樹争から，人民の党の指導

による国家権力奪取の闘争にレベルアップすべき

である」倍加〉と主張した。

ところで，この時期のCp T都市活動は，統一

的指導の下に行なわれたものとは必ずしも言えな

い。これは『新声』紙上で， 2人の党員によって

展開された「学生運動の中途放棄主義」論争からも

みることができる。この論争はウィラが「中途放

棄の主義に勝つには，（1）挫史の発展に合致した正

しい目標，すなわち，独立民主の建設と，（2)10月14

日にみられるような勇敢な精神が必要である。現

在，学生の中に①学生は攻勢から守勢に変わったと

いう見方，②制度を攻撃し人物は攻撃しない方が

よいという見方，③小物のみ攻撃し大物は攻撃し

34 

ない，③アメリカ帝国主義だけ攻撃しその手下で

ある封建勢力の攻撃は必要ない，③要求しすぎる

とクーデターが起こる，⑥民主主義が開花したか

らしばらく基礎をつくれ，という闘争の中途放棄

の見解がある。しかし全てを攻撃し運動を盛上げ

るぺきであるj他 27〕と提案したのに対し，ピチッ

トi土中途放棄主義は広がっていないと反論し，「ウ

ィラが中途放棄主義としてとりあげた⑤と⑥は戦

術面の違いにすぎない。⑤については現在の学生

・知識人，政治家に政治的自由がある状況を利用

し人民の政治意識を高めるべきで，クーデターを

促進することはやるべきでない。現在，人民の政

治的目覚めは十分ではなく広範な組織もない。こ

のような時，クーデターに遭えば政治発展が国難

に直面し遅延するだけである。⑥につし、ては，政

治的基盤をつくることが必要である。権かにCp 

T路線は90%の国民が支持するはずだが，人民は

まだ政治的目覚めも，組織もなく，武装もしてい

ない。学生闘争は戦線を全面に聞くのではなく，

一部分を攻撃することで敵を少なく同盟を最大に

十べきであるjと反論する池28）。

ウィラはピチットに反論し， 「学生運動は条件

があって生じ歴史の任務を担い国家民族人民の問

題を解決するものである。この問題がある限り存

続するし破壊されないJとしたうえで「学生運動

は，①真理を堅持していること。すなわち反日，

反CI Aなどの反帝国主義の闘争を行ない，憲法

批判など政府が人民のものでないことを暴露する

民主主義臆争を続け，また貧悶は階級搾取による

ことを認識している。②大衆路線を歩いているこ

と。すなわち，労働者の闘争に加わり，また農民

を代弁している。③熱意積極性がある。以上3点

をもっており，これが学生運動の武器である。ピ

チットの論はこの武器放棄説である。クーデター
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は支配階級が権力をもっている以上いつでも起こ

りうる。クーデターが起こらないのは，①支配階級

内の妥協が成立していることおよび②学生・人民

の運動が強し、からである。またピチットは政治意

識を高めるというが闘争の中からしか政治意識は

生まれない」と反論する（注2へこれに対しピチッ

トは一応ウィラの論を容認しつつ，細人見解とし

たうえで，先の反論を再度詳述する。そして今後

この種の論議は公然とやるべきでなく内部でやる

べきだとしてこの論争は終わっている（注制。

上記のようなCp T都市活動家内に論争が起こ

る背景としては，10月14日以後の 1年近くは，（1）ノミ

ンコクでのCp Tの都市活動に大別して二つの方

針が存在したこと，および（2)CPTに属するいく

つかの小組織が相互に調整なく活動したことがあ

げられる。（2）の点はCp T中央が弾圧を恐れて独

立した小組織に活動させる政策をとったからであ

る。（1）にいう二つの方針の存在とは，アヌットら

が属した組織は言わば急進派で，全局面での全面

的尖鋭的闘争の爆発という方針を支持したのに対

し，後述のように『アジア』誌グループのCPT 

組織は大衆路線の方針を強調したことである。こ

の対立は後に大衆路線の方針が都市活動の基本と

なるまで続いた（注31〕。

3. 学生・知識人運動の統ーへの努力

学生・知識人運動の統一に関連して『新声』紙

は1975年総選挙で15議席（後に3名離党）を獲たS

p Tおよび10議席を獲た社会主義統一戦線党に対

する働きかけ，それに FISTグループの獲得に多

大の力を注いだ。

1975年3月3s, 4日の r新声』上の論文「我

我の当面の方向」は「小党乱立の国会で人民の利

益に立つ党であるSp T，社会主義統一戦線党が

反動支配階級の政党と協力するようなことがあ

1970年代のタイ慢における学生運動と共産主義

れば，人民の闘争の方向は不鮮明になる。現在人

民の理解はレベルアップし，人民闘争の方向は議

会の道ではなく議会外にあると理解している。人

民は先に武力を使うことはない。逆に支配階級が

人民に他の道を選ばせないのである。 『敵がやる

のと閉じやり方でやり返せ』が国家権力奪取の方

向である。学生，人民および人民の側に立つ覚は

この方向を歩まねばならないJと呼びかけ，さら

に「議会を通じての政治構造変革は幻想、であり，

人民の代表が議会でできることは，反動支配階級

の暴露，宣伝のみである」と主張した唯32）。

SP T内も自らを階級政党と見，階級において

も政策においても異なる政党との協力を拒否す

る恨33）若い世代が中心であった。結果的にみて，

1976年10月613クーデタ以後， 30人の中央委員中

25人がCp T根拠地に入るように， Cp TのSp 

Tに対する働きかけは成功したとみてよい。

との期間に『青年の声』 『新声』の両方から批

判されたのち，急速にCp T路鰻を受容するのは

セクサンである。彼はFISTのリーダーとして，

いまだCp Tにも属さずSp Tとも関係ない社会

主義指向の学生活動家の中に大きな影響力があっ

た。それのみならず，タイ国労働者連絡センター

の書記長でもあり，社会主義派の労働者の中にも

影響力をもっていた。ゆえに，セクサンの獲得は

CPTにとって大きな勝手I］であった。

セクサンは1974年末，雑誌論文を集めて『ヒュ

ーマニズムと階級闘争』を出版した唯34）。この著作

の中で彼はCp Tに真向から論争をいどみ， cp 

Tの路線およびCPT影響下の学生払織の活動

を，世界を固定的にみる教条主義と批判した。彼

は「ある者は社会主義は憲法や民主主義と共存で

きないと反対するが，このような反対は世界を固

定的にみているからである」惟35）「タイの闘争は

3ラ
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中間，ロシアをモデルにする必要はなu、J（注36)

「現在，活動家グループ。が教条主義に支記され，

場所，状況を考えずに行動し人民の敵からの攻察

を容易にしているのたとえば，敵をつくるだけで

人民に利益のない新聞や資料を多数出しているJ

他的，「現在の鱒争は独裁の問題から，農民労働者

の当面の経済闘争に移っているのに，教条主義派

の学生・生徒は独裁問題を重視している。それで

ナーサーイ村事件，憲法などの闘争は人民の多く

の支持が得られないj世 38〕とし，語調争方法として

は10月14日の闘争方式を提案した（注掛。

セクサンの上記Cp T批判に対しアヌットは

『青年の芦』で直ちに応え，セクサンの思想を私

的英雄思想、と攻撃する。アヌットは「私的英雄思

想、は資本主義世界の唯心的自由主義的思考の産物

である。この思想、は全運動の妨げとなり，他と競

い自らが新しい流派の畏のごとく振舞い人を恐れ

させ運動を分裂させ統ーをこわしている。私的英

雄思想からはルースなグループ。がい〈つもでき強

力な組織ができない。主た様ざまな入の考えを寄

せ集め，あまり独創iもないもので派をつくり分析

も体系的でないjと批判した惜40）。

同じく『新声』もCp Tのタイ社会分析と闘争

路線に立って「学生は上部構造の闘争にすぐれて

いる。……議会の闘争は勝手！Jにつながらず最終的

には反革命となる。タイ社会の革命は人口の85%

が住む農村での闘争であるjとセクサンに反論し

tc.（注41)。

そしてセクサンはアヌサトの批判の数カ月後に

は自己批判して地下潜行しCp Tの武力調争に参

カ目したのである（注42）。

（法 1〕 タノーム政府はNSCTと合滋を成立させた

にもかかわらず，その後なにゆえに10H1411早朝稀ffこ

に出たのかは謎とされている。これにつし、てはタノー

36 

ム，プヲパートにE主任をれわせて追放するため憲内の

グヲット将軍派と封建勢力〈→ナクディナー〉が協力し

て行なった絵謀という見方がある。たとえば Ongkan

N且ksuksa19 Sathaban, Raml説 Virachon Duan 

Tula 〔10月の英雄追悼J,89～121ベーシ。 Asia, 第

140号（1976年9月8日～9月14自分〉の「殺が人民の

殺事設を命じたかJ。

〈注 2) 「公正」：主タイ政治におけるもっとも重要

なシンオ、ルの一つセあろう。本来的には仏教思；惣に発

するこのンンポノレゆ内科は不確定だが，これに対して

何人も反対しえない。 70年代の学生・知識人の運t~ J勺

仁村て，階級社会のj{!］注持取が存在する状態、は「公正」

ノ〉ない状態であり， 「公正」のため内調争とはこの尽

をなくすことであるという新しい意味が付与された。

cn:n 労働者のストライキ件数は71年27件， 72-4-'-
34/lf:, 7::l年（10月14日前） 134!'!, 73年（lOJJ14臼後）

367件， 7.1年357件， 75年241件である。

（注4) Asia, 1事105号（1975年12JJ31H～76年1

}J 6 ll IJ）「総括して前進しようJ。

Ci'.と5) Chumnum W annasin〔タマサート大学文

主ザーグル〕， SennThrisadi〔想論i台強J。

Ut6〕 Siangλfai,1974年10月9口。

〈法7) 向上紙 1975年3月2口。

（注8) 向上紙 1975年2Jl21U 0 

(it9) ！示j」ニ紙 1975>f. 1 JJ311::l。

(il:10) 向上紙 1974年lOR13日。

(U:11〕 向上紙 1975年1月4汀。

（注12) 向上紙 1975年2月9目。

（注目〕 付表 1インタピ品一〔3〕，〔9〕。

し114〕 トとえもエゥィヲット；ょ「社会±.訟に Hf自：め

t~ c'>Lt1974年にな，，てから。それまで iiにで c!イニかっ

た『毛沢東選集』が出版され，まれ税対でii fl:；会主義

が勝手IJしていたので，それ東がやった刀法に解決カが

あるとi/ci：観した」（付表1インタピュー〔3］）と必り，

いるし，ピーラポンも「10月14U時点－：（よ階級足、怒fJ

？とくな L, PDGI ：：加わり労働者の中l二人ってから笈

わ～よ：JC HJ」1インタピ＂・ －〔9〕H:a沿っている。ま
にヲ1，ムニも r10JJ14はJ;Ji世，多数，？）社会主誌に関す

る本がでたことと， SPTに！JJIj，ってブンサノーンや

プンゼヱ ／ r；どと訴して知識合得 t:J(HJ< Iインタ

ピL 山〔8〕〉と認っている。

u主15〕 SPT内の老社会主義者；t党内のままい秋代
ほどには院外の劉争を重姿視せず，選挙と樹会のみを
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重視した（付表 1インタビュー〔16〕〉。また河じく74年

に結党された社会主義統一戦線党の党首であるクレー

オも「労働者の組織化に社会主義者が近ずくことは弾

FF'ーを受け困難である。人民との接点は主主民根手の選挙

に｜浪られてくる」と語っている（付表1インタビュー

〔12］）。これは第阻節3で述べるように軍部の労働組

合支配が強いからである。

(11:16) Siang Mai, 1975年3月13口は「1974年は

進歩思:l'J:l、が青年の中に大きな役割をもった年である。

この間変化のなかったところはなかったといえるほど

で， 74年はタイ人民の勝利および大飛躍の年とみるこ

とがだきる」と言っている。

(rl.17) Chaiyaphruk, 1974年1月15日号。

（注18) Anut Aphaphirom, Siang Y awacho久

8～13ベージ。

〔it19) 向上書 25～21ベーージ。

（注20〕 向上書 71ベージ。

（注21) 1975年になるとこのような動きは極左であ

り統一戦線、をつくる方向に反すると批判された （Asia,

第83号（1975年7月23日～7月29日号〉なお本節 (ti:

31）も参照〉。

（注22) Siang Y awachon，第14}F.fおよび Siang

Mai, 1974年11月18日。封建思想批判も含めた文化闘

争は10月14日以後のCp Tの主要な闘争の一つであ

る。針縫思想の内符として批判されたものには次の

ようなものがある。①労働の蔑視。労働をする者は低

い階級（プライ〉のものであり，自分は主人として命

令するのみ。 ω人l誌の蔑視。人民は億かで教育もなく
何も理解できなし、。③女性の蔑授。女性を欲望の対象

物としてのみしかみなし、。④仏教の曲解による，古い

業や定められた運命への吉信およびポー科学的な習俗。

⑤地位。）高い人と私的関係を紡び，その思議は道謹上

りも高いとする考え，などである（SiangMai, 1974年

9 fl 9 H，サンタヅト・バティマーカム rjrイの文京
は誰の文芸か」，同1974年11月13日「封建立怒から封建

制に」および同1975年4月26日「自己改造」〉。

封建思想批判とともに10月14日以後の霊長著な文化伐i

{f,u：「仏暦2回0年伊：代」であるチット・ゾーミサク，

イントラユット，プノレア Y ・ワンナシーなどのCPT 

党ぬが， 195011'代に書いた社会リアリズムの作品の得

発見である。とりわけ， CPTの武装闘争の中で戦死

した千ット Ii革命的知識人の代表として，学生・知識

人とCp Tとを結びつけるうえで大きな役割を果たし

1970年代のタイ国における学生運動と共産主義

た。 「仏暦2500年世代」の再発見とともに，この期間

に多くの社会リアリズムの作品が多数の新世代の作家

によって書かれた。また「生きるための歌」を演奏す

る10以上の青年楽団が誕生した（10月14日以後の文化

闘争については N.S. C. T., Virachon Hankla〔勇

殺なる英雄〕， 142～170ベージ〉。

（注23) CP Tは非合法な存在であるので，自らC

p T機関紙を名のっては，新聞は発行せず，一般紙の

体裁をとりながら内の数面を宣伝と指導にあてること

になる。ニブ〉ようなCp Tの新開としては現在タイ霞

立図書館でみることができるものとしてこのふ・ang

Maiの他にも， 1945年から数年間中文で『全民事現Jが

ある。

（注24) サクディナーについては第血節の（注26〕を

参照のこと。 10月14日以後軍部の威信喪失の一方で，

「封建勢力」の復帰は顕著であった。これは憲法案で

国王の上院議員任命に対する副署者を従来の首相（多

くは軍出身〕から枢密院議長に変えて，軍部の上院支

配の可能性をつもうと試みた点などに昆ることができ

心。

（注25) Siang Mai, 1974年10月13日「憲法による

クーデターJ，同 1975年 1月15日「寧院と封建勢力

との問」； Asia, 第93号（1975年10月7日～10月14日

号）。

（注26) Siang Mai, 1974年10月9B r政党と人民
ための関争」。

（注27〕 向上紙 1974年9月4日「学生運動におけ

る中途放棄主義Jo

〈注28) 向上紙 1974年9Ji 8 H 「中途放祭主義と

いわれるものは何か」。

（注29) 向上紙 1974ft三9月13LJ, 9月14は「中途

放棄主義分析」。

〈注30) 向上紙 1974年9月24日， 9月25日「他の

ことにまで拡大された中途放棄主義について」。

（注31) プヌット行身，最終的lこは大衆路政派が勝

利したことを認めながらも，初期においては急進派と

った衆路線派とのどち九かがCp T斗r央の政策であった

わけではないといっている（付表1イ／タビュー〔 1)）。

なお， Morell,Political Conflict・・・・・・, 287ベージは

CP Tの都市活動の想論家としてブァ tr.ナ・ソング

ヲーのみを挙げている。ブァクは篠かに第2?k大戦直

後からの古いCp T党員であるが， 77 7のグループ

も都市活動の一部を担った小組織のーっとみ六方がよ
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Ⅲ　弾圧と統一戦線の形成
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し、。

（注32) Siang Mai, 1975年3月14Bfl;i司会におけ

る闘争」，向1975年3月23日， 3月28目。

（注33) 向上紙 1975年 11128日 プンサノーン書

記長インタビュー。

( ii.34) Seksan Prasertkul, Manutsayatham 

Kap Kaantosuthangch岬nchan〔ヒューマニズムと階

級闘争〕， 1974年。

（注35) 向上書 66ベージ。

（注36) 向上書 68ベージ。

（注37〕 同上書 84ページ。

（注38〕 同上書 108ベージ。

（注39) 同上書 112ページ。

（注40) Siang Y awachon, 115～128ベーン「私的

英雄思想に反対する」。

（注41〕 Siaπg Mai, 1975年5月14日～5月17日連

載「『ヒューマニズムと階級戯争』より起こるいくつか

の問題について」。

（注42) Tawan Mai, 1981年 1JJ 19日号，セクサ

ン・プラサートタンインタヒュー， 14～20ベ一九な

お，学生のCp T根縄地への参加は1974年末ごろより

はじまる（付表 1インタビュー〔7〕および Yuk

Siariya, Banthi2k Kabat〔反逆の記録〕参照〕。

皿弾圧と統一戦線の形成

第E節でCp Tの路線が拡大し，学生・知識人

運動がCp T路線で一定レベ／レの統一に達したこ

とをみた。

1975年以後， Cp Tは革命的知識人の獲得およ

び彼らを介した大衆路線による労働者，農民への

浸透，また同時に労，農，学生による統一戦線の

形成に成果をあげた。

革命勢力の一定レベルの統一に対し， 75年3月

に成立したククリット内閣以後，本格的弾圧が開

始された。政府側の手段を選ばない全面的弾圧は

学生・知識人運動がCp Tの武力闘争路線を選択

することをより促進し，相乗的2極化が進行し

た。この2極化は， 76年10月6日の弾圧とクーデ
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ターによって頂点に達した。

1. 大衆路線

75年以後，学生・知識人運動はCp T路線で一

定レベルの統一に達した。 Cp T党員の論文は75

年後半以後，多数の学習書として出版されたが，

NSCTの名によっても CPT路韓に立った出版物

が発行されるようになった。たとえば75年10月，

10月14日事件2周年を記念してNSCTが出版した

『勇敢なる英雄』は，タイ社会を半植民地半封建

社会だと分析し，問題の根源は帝国主義の侵略お

よびこれと結託する国内の支配階級にあると指摘

する。そしてこれらに対する独立民主闘争という

視点から 2年間の学生の政治経済文化闘争を総括

している〈住1）。

また， 76年になるとはじめてNSCTを構成する

全ての大学学生自治機関を進歩派の学生政党が握

ることに成功した（注2）。彼らは76年の新入生に向

けて各大学自治機関の連名で『暁に太陽となれ』

を出版した。同書は『勇敢なる英雄』よりさらに

進んでおり革命の歴史的任務を担うため，世界観

と人生観を一致させるよう新入生によびかけてい

る（注3）。

75年以後， Cp T党員による出版物は都市開争

における大衆路線を強調し，学生組織の役割を労

働者，農民との連携者として位置づけている。

75～76年に出版されたこれらの論文から，都市

闘争のCp Tにとっての意義を以下のようにまと

めることができょう。すなわち， 「タイ革命の決

定者は学生でなく政治的に目覚めた労働者と農民

である。学生の役割は大衆との連携〈プラサーン）

である。大衆が包覚めず組織もない状態では革命

の任務も成功しない。このため学生は次の二つの

レベルで労働者・農民と連携すべきである。第1

は学生組織として労働者・農民の組織と連携する
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ことである。学生組織の主要な闘争は上部構造の

闘争であるが，下部構造の闘争を行なう労働者・

農民と連携することによって労働者・農民の政治

レベルを高めることができる。また，労働者・農

民からは階級闘争の実態を学ぶことができる。第

2は革命的知識人として未組織な労働者・農民の

中に入り工作することである。都市闘争の中心は

労働者・農民の政治的目覚め，組織化にあり，こ

れは基本的闘争である農村の武力闘争を支援し孤

立させないことを目的とする。ゆえに，都市闘争

は大衆路線を歩み，大衆から孤立しではならな

い。都市における暴力的蜂起，都市ゲリラは弾圧

による損失が多く，孤立しやすい。都市闘争は息

長くやるべきである。しかしクーデターによる弾

圧に対しては，都市での無意味な損失を招かず，

人民のカを保存し至急人民を農村の戦場に導くべ

きである」（注4)。

以上のような観点からの学生，労働者，農民の

3組織の3連携は74年末に『新声』上に「完全な

る民主主義についてj（住引として発表されて以

来，学生運動の方向として提案された位6）。この3

連携は75年5月のメーデー，および農民のパンコ

ク上京集会においてはじめて成立した叫打。さら

に， 75年8月の農民指導者インター・シーブンル

アン〔Sp Tの結党者の1人。北タイ農民連盟委員長〕

暗殺の抗議の集会も学，労，農の3連携で行なわ

れた。この3連携は76年10月6日以後の統一戦線

の原型ということができる。また，革命的知識人

の労働者・農民に対する工作も大衆に対する進歩

思想、の橋渡しの役をなし（注8），農村でも，農村に

住みこみ農民に対する学習会の組織がある程度の

成果をあげたと思われる（注9）。

しかし， 3連携に達した運動も同時にはじまる

ククリット・プラマーン政府の本格的弾圧開始に

1970年代のタイ国における学生運動と共産主義

よって守勢に転じる。弾圧は指導者の個別的暗殺

からはじまり，集会デモに対する爆弾の投込，あ

るいは農民や労働者工作に入った学生の逮捕さら

には政府側による運動の分裂工作，マスコミを使

った攻撃などが行なわれた。

このような全面的弾圧に対しCp Tは「都市の

運動は最大多数の人民の利益に合致させよ。都市

の闘争形態は柔軟にすべきである。反動派の宣伝

を音信させられている大部分の人民の理解を無視

し無理に運動をおこすべきでない」也10）と提案す

るとともに「人民による人民の弾圧jの策略に陥

らないよう警告した世間。

このようなCp Tの方針によってか， NSCTの

運動は76年3月21日にアメリカ軍基地撤去を要求

する反米デモを行なった以外は，レベルダウンし，

大きな集会デモは行なわれなくなった。集会ヂそ

が再び盛り上がるのは， 8月， 9月のプラパート，

ダノーム両元帥の帰国時である。しかしこの場合で

もNSCTの皮対運動の立とりは慎重で， 9月19日

に僧衣で帰国したタノーム元帥に対する反対集会

は25日になってはじめて聞かれたにすぎない。こ

れが急速に盛り上がるのは，タノーム帰国反対の

ポスターを貼っていた2入の電気公社職員くSp 

T党員〉が暗殺されたうえ1まつりにされてからで

ある。この暗殺を風刺した劇がタマサート大学の

反対集会で上演された。これは学生弾圧の口実を

求めていた勢力iこ利用され，暗殺された職員の役

を演じた学生の顔写真が皇太子と似た顔に偽装修

正され右派新聞2紙に載せられた（注12)0 これとと

もにラジオは「NSCTは国王制度を破壊しようと

している国賊であるjとャう宣伝を行ない准13)'

これによりタイ国家の三根本制度である「民族・

宗教・国主jを称揚する人民が動員された。そし

て1976年10月6日朝，「人践による人民への対抗j
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は成功した。タマサート大学内でタノーム帰国に

抗議する集会を続ける学生を，大量に動員された

人民が取囲み，その中で瞥察， i翼境警構警察によ

る弾圧が行なわれ530人といわれる死者と3084人

の逮捕者を出したW:14〕。そして10月6日夕，軍内

主流派によるクーデターがおこり，！日王立反共主義

者であるターニン首相の極右派政権によって学生

．知識人運動に対する撤底的弾圧が実施された。

2. 弾圧と暴力

10月14日以後，学生・知識人の運動の中に階級

思想が急速に広がり，学生運動はCp Tの指導的

理論の下に一定レベルの統一的な運動となってい

った。これに対し政府側は1980年にブ。レーム内問

の副スポークスマンを務めた夕、ソク教授もいうよ

うに， Cp Tとの直接関係があるか否かを関わず

階級的立場に立つ全ての運動をCp Tの統一戦線

内にあるものとして攻撃弾圧した（注15〕。

弾圧の機能を担う国家機関は霞内治安維持本部

(ISOC)であり，この機関の権力は実質上陸軍に握

られている（注16）。弾圧の手段としては，国家権力

による直接的な逮捕の他に ISOC関係者による

「分裂」 「善導」 「人民による人民への対抗」な

どが用いられた。この他に犯人が一度として逮捕

されたことのない，多数の進歩派指導者暗殺も政

治弾圧のーっとみておかしくないであろう。こう

した弾圧の諸々の方法について検討することは，

タイの政治文化の理解にとってもきわめて示唆に

富むものである。

「分裂」工作の中心となるのは， ISOCに属す

る現役のスットサーイ・ハサディン大佐であった。

分裂工作の最も早い例は， 74年9月の憲法草案に

対する反対問題を契機として，職業学校生を学生

運動の中から分裂させたことである。ナなわち73

年10月14日に最も勇敢に闘争した職業学校生の大
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学生に対するコンプレックスをあおって職業学校

生グループのリーダーを学生運動から分裂させ，

これにNSCTの憲法要求と対立する要求を出させ

たのである。この職業学校生グループのリーダー

たちは「カティン・デーンJ（赤い草子牛〉と称する

グループを作り，自らカティン・デーンの親分と

自認するスットサーイ大佐の下で，学生・知識人

運動に対する最も過激な破壊グループとなってい

く。カティン・デーンは74年10月以後，学生，労働

者，農民のほとんどの集会に陵り込みをかけ，あ

る場合には爆発物を投げ込んだ。さらには社会主

義派の政党や新聞社，タマサート大学などにも爆

発物を投入した。しかしカティン・デーンの行為

に対し法的制裁は全くとられなかった。

「善導jも先の「分裂j工作とともにタイにお

ける分割統治術の常套手段である。 「善導Jの努

力は政府に協力するCp Tの旧幹部を使って一見

左翼的だがCPTの路繰と対立する理論を学生運

動の中に広めるという形で行なわれた。これは75

年当時一定の効果を得た（注17）。これにはCPTの

初期の世代でCp T政治局員であったピン・ブゥ

アオーンが貢献した〔注18）。

ISOCに協力するもう 1人の！日 CPT幹部とし

てプラサート・サップスントンがいる。彼は共産

主義につヤて十分な知識をもたなかったタイ軍部

に60年代半ば以来，体系的に共産主義とCp Tに

関する知識を与えた人物であり， Cp Tとの戦争

が主要な活動であるタイ軍部， Eやでも陸軍上層部

に多くの弟子をもっている（注19）。彼は自他ともに

認める反共政策の新方向の大家であり，！日式反共

主義者が一方的に人民を弾圧するだけなのに対

し，彼は76年半ば各界の代表よりなる改革議会

〈サパー・バテイループ〉を構想し，これによる社会

改革を提唱した償却）。改革議会構想、はクーデター
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を前提としており，この講想は軍部，攻党，労働組

合などの一部に受け入れられた。 10月6日クーデ

ターにこの構想、をもったグループも？参加するが，

結局，旧式反共主義者であるターエン首相や千マ

ック内相に敗れることになった（注21¥

「人民による人民への対抗J方式は， 74年半ば

軍，警察の現役高官15名によって「民族，宗教，

国王の安全のため人民の中核をつくる計両jが合

意されたことにはじまる。この現役高官の中には

クリ、ソト・シワラ一大将（陸軍司令官〉，サガット・

チャロユ一大将（海軍司令官〕，サーイユット・ケ

ートポン大将（ISOC本部長），ワンロップ0・ローチ

ャナウィスト大将など（注22）が名を連ねていたG ナ

ワポン運動の名で知られるこの計画は公務である

が表面上は民間の運動を装い， ISOCの顧問に任

命されたアメリカ帰りの野心家青年ワタナー・キ

ィオウィモンが活動の中心となる位お）。事を主体

とするナワポン運動は， 75年において「人民の中

核jの訓練に一定の成果をあげた。ナワポンには

仏教の新運動リーダーの 1人として有名になって

いたキィティウトー僧も加わった。彼は「タイ民

族は共産主義によりラオス，カンボジアと同じく

民族滅亡の危機に立っている。民族滅亡の危機に

おいては暴力を用いてもよいjと説いた池24）。

76年に入るとナワポンにもまして，閑境警備軍事

察（BPP）による村民スカウト（VillageScout）の訓

練が爆発する。村民スカウトは王室の擁護をうけ

「民族・宗教・国王jの3制度を称揚する国民の

グループである。この村民スカウトをBp Pが組

織する背景には，王室とBp Pとの聞の密接な関

係が存在する。つまり， 73年10月14S以前にはタ

ノーム・プラパートの支配する軍部と王室との関

係が必ずしも良好でなかったのに対し，王室とB

p Pは国宝の辺境開発への強い情熱を過して接触

1970年代のタイ闘における学生運動と共産主義

を深めていたのである。村民スカウトは300～500

人を単位にして共食共治で4泊5日の書ll諌を行な

う。この各組には王室から直接に組旗が下賜され

る。村民スカウトは71年にはじまり， 71年は8組

(2000人〉にすぎなかったが， 72年には113組（2万

人〉が言11擁をうけ， 73年には413組（10万人）， 74年

槌0組（19万人〕， 75年690組（20万人）と毎年訓練を

受ける者が増加した。そして76年になると2447組

(123万人〉と爆発的に増加をした位25）。

このように官僚によって訓練された「人民の中

核Jは，官僚の一方的代弁者であるラジオ，テレ

ピ，それに大部分の新聞の宣伝によって学生・知識

人運動を国賊視するようになる。そして， 76年10

月6日の「国王制の危機Jには，学生・知識人に

対する正に「人民による人民への対抗Jが実現す

るのである位釦。

最後に，運動参加者やりーグーに対する暴力や

暗殺について見てみよう。 71人が死亡し， 850人

以上が負傷した73年10月14日事件，530人が死亡し

た76年の10月6S事件，さらには第E節の1で述

べたようにPD Gが暴露したナーサーイ村での役

人による村ごとの樟払， NSCTが暴露した役人に

よる村民の焼き殺し事件，学生，労働者，農民の

集会デモに対する爆弾投込‘学生，社会主義政党，

農民の指導者に対する度重なる暗殺など枚挙に暇

がない。一方，同時に学生・知識人の方もCPT  

の武カによる闘争路線を容認していった。これが

懇カ対暴力の悪循環をもたらしたのである沼'XI)。

タイ政治におけるこのような暴力の直接使用の

容認はタイの政治伝統あるいは政治文化の中に深

く根ざしているといえないであろうか。たとえば

タイの多くの政争は，クーデターを起こし首都内

に国軍の戦車を引き出し力を誇示することによっ

てしか決着がつかない。それにクーデターの方法
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によって権力の地位に就く軍人たちの思考は，本

来的に暴力容認である。しかし，この暴力容認は

軍人のみに限らない。歴代の文官政治家の中にも

原理的に暴力の行使を否定する人物を探すことは

困難である。この暴力容認の政治文化に加え，個

人の政治的自由と平等とを大前提とする西欧政治

思想が受容されず，また無制限な権力行使を抑制

する制度的メカニズムが発達していない結果とし

て，権カの行使が悲意にまかされ，権力が私物化

仰れている度合が依然高い併28）。

3. 統一戦線の形成

CP Tは統一戦線のうちに何をどれだけ獲得し

たであろうか。ここでは労働者，農民の組織およ

びSp Tについて検討してみよう。

労働者組織へのCp T路線の浸透は弱く， Cp 

Tが獲得できたのは民間労組，公営企業労組のう

ち，民間労組指導者の一部にすぎない。 73年10月

14日当時，民間労働運動は揺藍期にあり，テート

プーム・チャイディー，サナン・ウォンスティー，

ブラシ、ソト・チャイヨーらが有力な指導者であっ

た。この民間労働指導者の一部は社会主義探のタ

イ国労働者連絡センターを結成し， FISTやSPT

と関係をもった。このセンターのリーダーである

テートプーム，プラシット csp T党員〕，セクサ
ンらは後にCp Tの闘争に加わった。しかし10月

14日当時テートプームとともに活動したサナンは

社会主義の方向を選ばず資本家との協調の方向に

ゆき，のちに民間労組のグルーフ。として現在のタ

イ悶労働者会議（NCTL）の母体となる組織を結成

した。一方，公営企業の労組は73年10月1413以前

から軍部との関係の深いものが多く， 10月14日当

時でも民聞に比べれば組織が進んでいたにもかか

わらず反軍事政権闘争に参加しなかった償却）。 10

月14日以後は公営企業労組グループは欧米， R本
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での圧力団体型の労働運動を目標にし，労働者の

法律上の権利獲得闘争などを中心とし（目的，階級

闘争的方向を拒否した。またのちに国鉄労継を中

心とする公営企業労組の一部は，プラサート・サ

ップスントンの改革議会講想、を支持しクーヂター

に賛成した位31)。

次に農民運動についてみると農民運動のうちC

p Tが獲得するのは北タイの農民指導者のみであ

る。 74年11月，中部タイおよび北部タイの農民運

動指導者を主体にして，タイ国農民連盟が結成さ

れた。この農民連盟の運動の中でも，北タイの農

民闘争は階級闘争的性格をもっており，権力者iこ

対する訴願型の中部タイの闘争とは性格を異にし

た。北タイの指導者はインターやシートンなどが

SP T党員「出のであったこと，およびCp T党員

が中心になって実施されたとみられるセミナーに

提出された論文「タイ国農民の運動jがけヒタイ

の農民は中部タイ農民の闘争かち教訓を得，闘争

戦術を変えた。すなわち，農民の基本問題である

土地要求をするかわりに，小作料引下げを要求し

た。とれば基本的問題解決の関争に先立ち，組織

を強化し闘争の意識を高めるためである」世33）と

述べていることからも，北タイ農民運動は階級政

党指導の下に闘争が行なわれたとみてよい。ゆえ

に，北タイの農民指導者からはCPTの武闘に参

加する者がでるのである。これに対し訴願型の運

動である中部タイでは農民指導者の性格は北タイ

とは異なり，自己犠牲的指導者というよりも，役

所に対する「口きき屋Jといった方がよャ。彼らは

役所に提出する訴顕文が審けない大部分の農民に

代わって文書を作り，この農民に付添って担当役

所に行くことで農民から報酬を得ることを生業の

ひとつにしている位34）。このような指導の下で

は，中部タイ農民運動に社会主義思想は受容され
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ることはなかった（注35)0

1974年に学生運動リーダー出身の新世代を中心

に階級政党としての性格をもって結成されたSp 

TはCp Tの統一戦線に加わった組織の中で，最

も確立した組織をもっていた。 Sp T内には， 76

年10月6日以前からCp T党員であったヂャラン

・ディターアピチャイ（タマサート大出身，千パー・

ナードーム会員の1人〕およびヒ勺レン・チャトヲワ

ニィチャクン（チュラロンコン大出身， NSCTの機隠

紙『アティパット』編集長〉が中央委員会の中にい

たが，彼らはCp T内での発言力もなく重要な地

位も与えられなかった惟36）。この2名を除いて中

央委員レベル以上でCp Tに属した者はいなかっ

た。

SP Tは階級政党の立場をとっているが，その

新世代指導者の大部分は先述したように， 10月14

日以後社会主義に目覚めた青年である。 74年結党

後の2年間は，あまりにも短期間に過ぎ， SPT 

指導者の理論的水準向上の暇もなく，またその理

論が党内に共有される指導的理論家も出現できな

かった。このことはCp Tの理論がSp Tのリー

ダーの中に個別的に浸透するのによい条件であっ

た。しかし前述のようにSPTリーグーは組織的

にはCPTから独立しており，また全てのSPT 

リーグーが社会主義像についてCp Tと一致した

わけではなかった位37）。

10月6日の弾圧前， Sp TはCp Tとの統一戦

線を党内で一回も討議したことはなかった惟釦が

ブンサノーン：書記長の暗殺後共通の雰囲気として

武力闘争を認める方向になっていた位船。カイセ

ーン副党首，ティラユット，プラサーンなどは10

月6日の少し前に地下潜行した。 10月5日夜のタ

マサート大学の抗議集会に参加したSPTのその

他の指導者も10月6日以後地下に潜行し， CPT 

1970年代ダヲタイ国における学生運動と共産主義

との武力闘争協力を発表した。

地下に潜行したSp T党員は300～日0人であ

り， Sp T中央委員30人中Cp Tの根拠地に入っ

たのは25人に上った（注40＼地下潜行後もSp Tは

党内に潜入していた2人のCPT党員を除けば，幹

部がCPT Jこ属することもなく，独立した政党.！：：

Lて統一戦線の一部を構成した。一方NSCTや

FISTの学生組織は， CPT根拠地に入ったのちは

組織的活動はなくなり，個々にCp Tの組織の中

に入っていくこととなった。たとえばクリアンカ

モンは「同時期のNSCT委員でCPT根拠地に入

ったのは約半数である。根拠地でNSCTとわかる

のは数十人の113NSCT委員のみで，その他｝こ誰カZ

NSCTであるか苔かなど数えるとともなかったJ

といっている（注41)。また， FISTは， 75年半ば以

来，幹部の CPT根拠地入りで事実上消滅してい

った＜11:42¥ FISTは中核的活動家150人あまりカ2

根拠地に入ったが，根拠地内では FIST組織は全

く存在せず，各人がCPTの組織の中に高接加わ

った（注43)0

4. 10月6日以後のタイ国社会党

10月6日以後の統一戦線， Cp Tの活動，それ

に政府の共産主義対策の詳しヤ論述分析は汚lj稿iこ

諮ることとして，最後に10月6円以後の統一戦線

の中でのSp Tの活動を概観しておきたい。

SP Tは1977年4月6日， Cp T根拠地におい

て中央委員会を聞き，当面の政策を決定するとと

もに常任委員会を選出した。この声明の中でSP

Tは「10月613クーデタは大サクディナー〈注44）を

目とし，アメリカ CIAの指揮下でなされたJ

と指摘し， 「タイ国のような半植民地半封建社会

での独立民主公正のための闘争は議会の道では不

可能である。わが党は農村における人民の武装勢

力の闘争を断固として支援協力するjと宣言し，
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国内外の政党，政治グループ，組擁，愛薗民主人

土による民族民主統一戦線の結成をよびかけた。

このような統一戦線組織として CPTの主導の

下に77年9月28日，ウドム・シースワン（CPT）を

委員長とし，プンゼェン・ウオートーン（SPT）を

副委員長，モンコン・ナナコン（CPT），サユック・

チーリワン（社会主義統一線党〉，テートプーム・チ

ャイデー（タイ閑労働者連絡センター長，すでにCPT),

シートン・ヨートカンター（北タイ農民連盤委員長，

すでにCPT（？）），チャムニ・サックセート（SPT),

シー・インタパンティー c1a広報局官僚〉，ティラ

ユット・ブンミーらを委員とした愛国民主勢力調

整委員会が発足する。この委員会はCp Tの首都

と言われた北ラオスの中国国境沿いの地におかれ

た。しかしこの委員会は78年になると早くも問題

に逢着する。それは， 10月6日以前からラオスの

党と関係があり， Cp Tの農村による都市の包囲

論に批判的であった噌45)s p Tのプンぜェシが

「ベトナム，ラオス両軍により東北タイ解放をま

ず行ない，タイ国内に南北ベトナムの対立時と同

じような情勢をっくり出すj案を出し， Cp Tの

路線と対立したからである。プンゼェンによる新

共産党構想はSp Tの大半の支持を得られずプン

ゼェン・グループはSp Tから分離していく唯的。

委員会が決定的に分裂するのはCp Tのラオスか

らの退去時である。 1979年3月中国・ラオス関係

の悪化により，ラオス側より圏内にいるCp Tお

よびその関係者の国外退去が要求されると， Sp 

TはCp Tとともにタイ園内あるいは中国に移る

が，Sp Tから分かれたプシぜェン・グループはピ

ィエンチャンに移った。問地には，プンゼェンの

砲にCp Tから離れたテートプームや社会主義統

一鞍線党の旧代議士トーンパック・ピィヤンケー

トらが集まり， Cp T路緯とは異なる闘争方法が
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検討された世間。

1979年半ば以後インドシナ状況の変化， CPT 

の指導および革命理論についての疑問，クリアン

サック政府の宥和政策などによって， Cp T根拠

地から学生・知識人が続々と引きあげることとな

った。この中には前述のセクサンやティラユツ

ト，クリアンカモンなE著名な学生運動リーダー

の大半が含まれた。ティラユットはタイ社会を半

櫨民地半封建と規定するCPT理論に異論を唱え，

タイ社会の資本主義的発展を強調し，その帰結と

して都市活動の可能性を主張したが，結局1981年

初に投降した。 1981年3月16日， Sp Tの常任委

員会もCp Tとの協力関係から身を引く決議を行

ない，最後までCp T根拠地に残ったチャムニ，

ピーラポシらもパンコクに戻り，カイセーン党首

も中国から帰国した世的。さらに198居手9月には

CP Tの統一戦線担当の最高幹部ウドム・シース

ワン自身が投降し， 1970年初頭以来のCp Tの統

一戦線策は全く失敗に帰した。

〈注1) N. S. C. T., Virachon Hankla f勇敢な

る英雄〕。

〈注2) これまで一度も執行部をとれなかったチュ

ラロンコン大学の進歩派学生政党チュヲープラチャー

チョン党も1976年1月の選挙で勝利。

〈注3) Oo. Mo. To.〔タマサート大学学生自治機

関〕， etc.,Co耳gpenAthit Mua U t.加i〔暁に太陽と

なれ〉。

く注4) Asia, 第96号 (1975年 10月2Sa-1rn3 

日号〉「クーデターの傾向か改革の傾向かJ；同第115

号（1976年3月10日～3月16日号〉「正しい闘争方向に

ついてJJ隠第129号（1976年6月23日～6月29日号〉

「再度労農の連携についてム

〈注5) Siang Mai, 1974年11月12日。

〈注6) 向上紙 1975年2月18Sf学生の対立と統

一」など。

〈注7) 村嶋英治『70年代におけるタイ農民運動の

展開」（『アジア経済』第21巻第2号 19曲年2月〉参

照のこと。
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(tt 8) Siang Mai, 1975年3月4u r当面のわれ
われの方1,,J」。

（注9) 向上紙 1975年5月19日「界村における学

F司会の組織J。この論文では農村工fFで必要な場合森

(C p Tの恨畑地のこと）に入るよう助J している。

なお， Kittiutto Phikkhu, Kha Kommunist Mai 

Bap〔共産主義者を殺すことは罪でなしつ， 58ベージ

は敵対-Olliからみた学生の農民工作を述べている。

（注10) Asia，第133号（1976年7月21日～7月27

日号〕。

(llll）同上品 第140サ〔1976年9Jl 18 Fi～9 JJ 

14日ひ）。

Ut12〕 こノ〉偽装工作を行なった勢力が10月6日の

学生弾圧の主謀者である。

（注目） 1981年4月ヤングタ－ !I・グループのクー

デターの際，国王制I）より，ヤングタークはむ，J±制jを破

壊しようとしているという｜司様の2主伝がなされ，村氏

スカウトやタイ民族防衛志願隊が動員された。

（注14) 10月6口事件について統治改革評議会は死

者46人と発表している（『lOJJ6 13事件の事実』 5ベー

ジによる〕。しかしこのバンツレットは一万に偏した

記述が多数あり信頼できない。530人死亡の数字は学生

団体の発表による （Ong知nNaksuksa 19 Sathaban, 

前掲奮〉。

〈注15) Thak Chaloemtiarana, ＇‘Ko. Oo. Ro. Mo. 

No・”（I.S. O. C.), Thammasat University Journal, 

第10巻第2号， 107ページ， 111ベージ。

（注16) タックは，長期的なタイの将来にとって重

要なFイの政治制度として凶五，軍部，内務省ととも

にこの ISOCをあげている（向上論文 107ベーシ〉。

（注17〕 SiangMai, 1975年4月21日； ,・1sia，第88

サ（1975年9月2日～9月8日号〕。

（注18) ピンは1951年当時タマサート大学の活動家。

ピンは社会行動党のプンチ品一l[H¥11首相とも関係があ

り， ピンの普導工作はブンチューをはじめとする経済

人グループとの関係も無視できない。なお，プンチュ

ーはその企業内に多数の旧学生・知識人リーダーを抱

いており，改革派反共主義者の代表である。

（注19) 付表1インタビュー〔19〕。

（注20) 付表1インタピι一〔21〕。

（注21) プラサートは1977-81年にタイ軍内の社会

改革運動として注目された民主主巨人（ターハン・プラ

チャーティパFイ〉グループの理論的指導者でもある。

1970年代のタイ国における学生運動と共産主義

｛伎の真意とは日I］に改革議会構想がクーデター参加者

獲得に佼われたと同様に，民主軍人選動も， 「箪人も

民主主義に理解をもっ」という民伝によって， CPT 

との統一戦線に加わった学生・知識人をl呼民すために

使われていることは否定できなし、。ゆえに，民主主事人

運動がタイ軍部が常用する「心E車一戦争jにすぎない

か真に内科ある運動なのかが切らかになるのは，ほと

んどの学生・知議人が統一戦線を拾てて帰ってきた今

後のことであろう。

（注22) 付炎 1インタビュー〔20〕。

（注23) ワタナー自身が， この運動は公務であるが

民間の運動を己主ったと ISOC♂J花、銃文書とともに公主

している。 Watana Keovimol, Prawat Yo Dr. 

W atana Keavimol （ワタナー博士略歴）。

（注24) Kittiutto，前掲書。

（注25) 村氏スカウト活動センターでのヒアゾング

による。その後の各年ごとの訓練者数は， 77年59万人

78年41万人， 79年34万人， 80年8万人， 81年2万であ

る。

（注26) この村氏スカウトの治動i主一見 f政治」関

与を祭じる涼員IJに反するようだが， タイ的意味での

「政治」は政争のことであり，民族，宗教，国王の夫

めの活動は「政治」の中に内包されない。むしろ「民

放，宗教，［刻一いこ敵対するものに対抗するのは村民ス

カウトの直接の任務なのである。」（付表1インタピニ

ー〔17〕〉。

-)j. ;1イ的意味での「政治」に建前上関与しない

はずの民族・宗教・国王の 3制度が実際には現実政治

J）一部であり，とりわけ70年代以後，この要紫を絞き

にしては政治分析ができなくなったためであろうか，

タイ人の政治分析では，これは「→ナクディナー」 CH 

建勢力のいみ。この勢力は1932年革命でカを喪失した

“封建勢力”であるから〉とか1980年以後は「コームン

・マイJ （新資料のいみ。 19804'-9月プレーム住半，，J

令官の停年任lt)j延Jc:に反対した J(:J；党が国王仁詩見

後，“新資料”をえて態度を一変させたことによる〕と

かのit附で表現されながら分析されている。

〈注27) ピーヲポンは武力変，＇（，：の受容過程として，

「まず，74年12月の第 l回タノーム対凶抗議時に l;J・，ザ

ート大学内三殿、｛，－いがおこったことが平和的変革）J

法に対する疑問の出発点である。 76年2月のブンサノ

-:/ s p T書記長暗殺が大部分の学生が暴力変革に主主

泌をかえる長号機となり，そしてこの暴力への指l<>Jは76
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年10月6llの弾圧で最尚潮に迭した」と諮っている

（付表 1インタビュー〔9〕）。これは FFアンカモンも

同意見（付炎 1インタビュー〔4］〕。

（注28〕 タイにおける西欧政治思想の啓蒙運動は時

代的にも起しその程度も不十分である。筆者の知る

限りミノレの『白山論』はまだタイ語訳がなL、。チンダ

ー・パントワムチンダーとの筆者のインタビューによ

ればノレソーの『社会契約論』のタイ，,Ii訳は1934年になっ

て第 1次 Prachathむらatai紙上に何訳されたが，単行

本は1974年に NSCTがi訂版しfごνつが初めてである。

また，一軍人は学生弾II：方法に JノL、て， 「敵対者であ

る学生を弾圧するためには，敵対者に姿を環わさせわ

ばならなし、。そのためにはタノーム元fliliを・M凶させ，

これに抗議して敵対者（学生）が姿を自ii凶iに現わ Lた

ところで，これを列ELする」という考えがありたこと

を祭者に訪っているが（付表1インタヒュー〔20〕〕，こ

れなどは典型的な軍人型思考と λえよう。

（注29) 十l炎 1インタヒュー〔21J 一万，民間労働

運動の指護者は10月11日以航よりセクサンなど社会主

義派の学生と関係があり， 10月11Uでも多数の民際労

働者が集会デモに参加した（付表 1インタビュー〔6), 

〔13〕〉。

（注30) これはCp Tから低いレヘノレの闘争と批判

されている （SiangMai, 1975年5月1fl〕。

（注目〕 詳しくはAromPhongphagan, Kammakun 

〔労｛勤者〕， 67～75へージ， 114ベージ。

（注32) シー lンは後にはSi》’r’￥1:Jiiでなくなった
（付表1インタビュー〔8〕）。

（注33) Siang Mai, 1975年7JJ ;!6 ll～28目。

（注34〕 1974年中沼；Fイ終i己潟動J)リーダーとして

有名なタウィー・シーソングラームとの策者のインタ

ピューによる。同氏は 100枚近い訴願文の写しを保管

していた。またこの点、は負債関係正11'阪！箸：ff委員会長で

あったスティーの観察とも一致ずる（付表 1インタビ

ュ－（14〕〕。

（注35〕 この1/:J（））タイじり後J(j軍併について詳しくは

村山t:1, rliJ掲論文を参照。

〔it36) 付表1インタピーL ‘ L:s j，〔8J，〔9〕。チ
ャランはSp Tと隣k,/土的以湯川県以る党との協力にも

っとも強〈反対した人物。

（注37) たとえばSp Tの実質上の指君事者の 1人テ

ィラユット・ブンミーは BonSenthang Paisu San-

gkhomniyo畑 Cin〔中国社会主義への路線上で〕を醤
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いているが，その前文で中国社会とタイ社会を比較し

タイ社会特有の社会主義の条利を強調している。これ

は中国路線の賛美に終始するCp Tとは明らかに異な

ってL、る。

(11:38) 付表 1インタビュー〔16〕。

（注39) 付表 1インタビュー〔3），〔9〕。

（注40) 付表 lインタビュー〔3〕，〔8〕。なお他の

政＇；＇／＇！こっ L、てみると社会主義統一戦線党からは却人程

度が治行L〔付表1インタビュー〔3J），新勢力党から
治行した者はなかった（｛、I表 11ンタビムー〔15〕〉。

(iJAl) 付表1インタビュー［4〕。

(il42) 学生活動家が最初こCPT相手、縄地に入った

のは74年末である（付表 1インタビュー〔7〕）。

( lt43) 付表 1インタヒュー〔2〕。ウイチャイは，

「東北タイのノレーイ， ウドン，ノーンカーイ 3県地区

に入った学生はぬ0人であるが，このうちCp T党員

（鉄総も含む〉になれた者10名」といっている。ウィ

チγイ自身も77年セタサンなどとともにCp T党員に

なってL、る。

(ilA4〕 サグディナーの怠味；：’I 、ては（注26）参

!I.明。大サクデ4ナーとは封建努力力強んJこ立つ者を比

M命的に言うタイの左翼用語。

（注45) 付表 1インタビュー〔3〕，〔8〕。

( i't46) SayanιMai, 1980年11月1日号， 13～14

ベ－y。ウィラットによれば78年当時，ラオスの党の
方から積極的にSp Tがプンゼェン路線をとるよう働

きカeけがあったという。

( /l:47) この動きが実体以上い拡大されて， “東北

タイ解放運動”とか“新共産党”（パック・マイ〉の結

成とかと報道された。テートブームによればこの過程

で7"：／ゼェンとトーンパックがタイにおけるへンサム

リンの地位をベトナム，ラオスからえるため争ったと

いう （Tawan Mai, 1980年11月10日)J-, 15ベージ〕。

なお，この後，テートプームもトーンパックもクイ官

憲に投降し，ラオスに依然残るのはプンゼェン・グノレ

ーフノ〉みである。

(1148) SPTの決議に先：i'Lも， SPT,CPTそれに

中Llii共産党の3者によって公則的心、，；－l，泌が行なわれた

(H よ1インタピュー〔3〕，〔9〕）。

結び

1960年代末に始まるCp Tの学生運動への接近
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拡大過程は以下のように時期区分してまとめるこ

とができる。

1960年代末の出発点から73年10月14日までのタ

イ国の学生・知識人運動は「タイ国は大国の政治，

軍事，経済，文化的植民地である。また，軍部独

裁により民主主義も存在しないjという問題認識

をもっていた。大国の慢略に対するナショナリズ

ムはすでにタイ学生・知識人に共有されたもので

あったので，この点については， Cp Tは何ら努

力する必要はなかった。一方，この時期の学生・

知識人の民主主義要求は，参加型の西欧民主主義

を指向しており，新民主主義革命論のCP1、とは

異なった。この時期においてはCp Tは学生の民

主主義運動に熱心ではなかった。また，この時期

の学生運動には，少数の進歩派グループを除いて

は，支配階級の搾取という問題意識は存在しなか

った。

1973年10月14日以後の l年半は，学生・知識人

の認識に大きな変化が起こる時期であった。その

変化とは，西欧型民主主義実現への失望と階級闘

争的見方の受脅である。これは，自然発生的な労

働者・農民の「公正」を求める闘争へ彼らが関与

したという体験および社会主義思想の自由な宜伝

による知識獲得さらにインドシナの社会主義化と

いう国際情勢によってもたらされた。 NSCTや

NPCTに加え， FIST,PDGさらに学生運動出

身者により Sp Tが結成された。 10月14日に先

立つ学生運動から生まれたCp Tの新世代を中心

として， Cp Tは本格的に組織的宣伝を都市の学

生・知識人に向けて開始した。そしてこの短期間

のうちに革命的知識人および学生組織をCPT路

線内に獲得することに成功した。

1975年半ば以後，社会主義派で統一された学

生・知識人運動に対し，軍部，資本家，！日勢力から

1970年代のタイ国における学生運動と共産主義

の暴力による弾圧が本格化し，国内は2極化して

いく。支配層による暴力の使用が「独立」 （反干行

国主義）， 「民主」（反封建，反軍閥）および「公正」

（階級搾取溌止〉と L、う要求のレベルに達し，問題

認識としてはCp Tの民族民主革命の内容と一致

してヤた学生・知識人運動にCp Tの武力闘争路

線を決定的に選択させることになった。このCp 

T路線受容は1976年10月6日の弾圧によって最高

点に達した。 1977年には， Cp T主導の下に学生

運動リーダーおよび組織による愛国民主勢力調整

委員会が形成された。

1979年以後Cp T指導下の革命運動から多くの

学生・知識人が離れていく。しかし学生運動の問

題認識自体は変わったわりではなく， 1970年代に

おいて社会主義思想がタイ知識人の中に根をおろ

したことは否定できまい。
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f幹IJ

付表 1 インタピューリスト

氏名，経産主，地位

C 1〕 アヌット・アーパーピロム

インタビュー.H 

1940年生 1972年（？） CPT党員 1981年9月 1ll 

1976年地下 1981年昆明より帰国 1982if, 4月12rl

r_ 2〕 ウィチャイ・パムルンリット

1950年生サパー・ナードーム会 1981年8月犯行

員 fタマザート大〕， FIST会員

1976年8～1()月到着i長 1976年10

/j 地下 1977年 CPT党員東北

タイ， Jヒヲイ滞布 1980年投降

〔；j〕 ウィラット・サックチィラパ

ーポン

1951年生ソーヲス・ 7 イ会員 19SliJ二8月27ll 

（チュラロンコン大） 1973/74年N

SCI‘副会記長 1974/761,f SPT語1J

玄a記長 1976年10月地下宿タム

ラオス，北タイ滞在 1980年投降

C 4 J クリアンカモン・ラオノ、パイ

ロート

1971年チュラロンコン大入学 19 1981年 9Ji HHl 

75/76年 NSCT番記長 1976年7

月地下北タイ，ラオス，誌明滞｛E

1981年帰国

〔5〕 サティアン・チャンティマー

トン

『新｝｛』紙編集 1976年1()月～19 1981"1・12Jl:25 LI 

81年地ード

〔6〕 テートブーム・チャイヂィー

1944年生 タイ国労働者逮絡セン 1981年 7)-j 14れ

ター長 1975年地下十一ン県C

p T集委員 1979年2}.lCPT縦
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党 1980年投降

〔7〕 ティアンチャイ・ウォンチャ

イスワン

サパー・ナードーム会員（タマサ 1981年9月初日

ート大） 1973年NSCT情報担当

CPT、党員（ナーン県調査特別委

員） 1979年投降

〔8〕 チャムニ・サックセート

チョム口ム・ルンマイ会員（ラー 1982年1月13日

ム大） 1975年SPT代議士 1976 

年～ SPT書記長 1976年10月地

下 北タイ，ラオス，東J七夕イ滞
在 1981年投降

〔9〕 ピーラポン・チィヤカセム

法律研究会員（タマサート大） 19 1981年10月251=!

73年パラン・タム党首 1973年タ

マサート大学生自治機関長 1974 

～76年 PDG,SPT中央委 1976 

主ド10月地下 ラオス，東北タイ滞

在 1981年投降

〔10) プリディー・ブンスー

サパー・ナードーム会員〈タマサ 1981年 7 月 14~1

ート大） 1974年SPT中央委 1975

年地下 1979年投降

〔11〕 ユタポン・プーリサムバン

筆名：ラウ fー・ドームツ。ラチャ 1981年8月26月

ン セータ・タム会員（タマサー

ト大） 1972年（？） CPT党員 19 

76～81年昆明滞在

ll2〕 クレーオ・ノラパット

1974～76',f社会主義統一戦線党委 1981年7月25日

民長 1979年社会民主党書記長 1981年11月3fl 

〔1:1〕 サナン・ウォンスティー

1970年～ BATU NCTL委員長 1981勾二9月811 

[14) スティー・アーカートルック

1973/74年負債関係訴願審査委員 1981主ド12主ド14fl 

1970年代のタイ渇における学生運動と共産主義

会長

〔15〕 ステープ・ウォンカムヘーン

1975年新勢力党代議土 1981年新 1981年10月27日

勢カ党書記長

口6〕 ソムキット・シーサンコム
〈大佐）

1971年民主社会党委員長 1974年 1981年8月18日

SPT委員長 1979年民主社会党委

員長

〔17〕 チャルーンリット・チャムラ

ツトローマラン（中将）

1971年村氏スカウト創始者の 1人 1981年12月1613

1981年国境警備警察司令官

〔18〕 トンチャイ・ウィニィチャクン

1974年NPCT書記長 1976年タ7 1981年9月7日

サート大学生自治機関誌lj書記長 1981年12月23日

〔19〕 ハーン・ポンシダーノン（大佐〉

～1975年ISOC情報部長 1981年10月20日

〔20〕 パタナー・パヤッカニティ

〈大佐〉

197:3年荷ベトナム大使 1974年ナ 1981年11月25日

ワボンリーダー

(21] ブラサート・サップスントン

1946年CPT代議士 CPT中央委 1981年8月16日

員 1977年～民主主賢人グループ理 1981年lOJl29討

論家

〔付記〕 ぐij本稿は， 1982年5Jlパンコクにて脱絡し

た。本稿作成にあたっては＇ Jil上邦夫氏（アジア経済
研究所パンコク海外調査員）との討論が有益であっ

た。またインクビューではナカリン・メークトライラ

ット氏の協力をえた。ここに感謝の立を去しますのゆ

ヱド稿の戸、j学科土， 1982年11月27日，第36回アジア政経学

会全国大会iこで発表した。

（アジア経済研究所調査研究邸）
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